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　 On 　the　basis　ofa 　literature　search 　on 　classical　Chinese　herba】and 　medicjnal 　books　 and

recent 　Chinese　medical 　and 　pharmaceutical　joumals，　I　selected　several 　crude 　drugs　which

have　been　used 　for　the　t1℃atment 　of　alopecia ，　thermal　bum ，　benign　prostatic　hyperplasia，
tonics，　 and 　dandruff　prevention．　Testosterone　sa−reductase 　i皿hibitory　activity 　of 　the

selected 　crude 　drugs　and 　other 　randomly 　selected 　crude 　drugs　was 　assayed 　to　find　nove ［

agents 　 for　treatment　 of 　androgenic 　 alopecia ．　The 　 ethanolic 　 solutions 　 of 　Sehisα ndra

chinensis 　BAIi．1．．oN （五 味子），　Spathotobus　subereetus 　DuNN （鶏 血 藤），　Poかgo〃襯 傭 ’o伽

L ．（拳参），Lygodium ／aponicum （TH し」NB ．）Sw ．（海金 砂），　Ps （コralea 　COt ）
・1（folia　L ．（補骨脂 ），

Myrica　rubra 　SIEB．　et　Zucc．（揚梅皮），　Cornus （〜fiicinalis　SIEB．　et　Zucc ．（山茱萸），　and

Paeonia　sufauticosa 　ANDR．（牡丹皮）showed 　strong 　inhibition　ofthe 　enZyme 　activity ．

Keywords；Chinese　crude 　dr　lgs ；5α
一reductase ；androgenic 　alopecia ；hair　regroWth

　 Testosterone　5α
一reductase は細 胞 内 に 存在 す る酵素で あ

り，生体 内 に お い て は主 要 な androgen で あ る testosterone

を 不 可 逆 的 に 活 性型 の 5α
・dihydrotestog．terone （DHT ）に変

換 す る
t），こ の DHT は 胎 児 ・乳 幼 児 期 か ら思 春期 に か け

て は 男 性 の 生 殖 器 お よび 生 殖 機 能 発達 に 重 要 なホ ル モ ン

で あ る
一
方，思 春 期か ら壮年 期 以 降で は 男性型脱毛，座

瘡 （ニ キ ビ ），前 立 腺 肥 大 症，前 立 腺 癌な ど の andregen 過

剰 症 の 誘発 要 因 の ひ とつ で あ る こ とが知 られ て い る．

　男性 型 脱 毛 は 男性 の 脱 毛 症 の 90％ を 占め る と い わ れ て

い る、脱 毛 の 誘 発 は 老化 や遺伝的素因 に 深 く関 与す るが，

社 会 環 境 へ の 不適応 に よ る ス ト レ ス の 増大 や 食生 活 の 欧

米 化 が そ の 誘 発 や 進行 に拍車 を か けて い る．脱毛 の 病態

は，androgcn へ の 感受性 の 増大，毛母 細胞，毛 乳頭細胞，

外 毛 根 鞘 細 胞 な ど毛 包 細 胞 の 機 能低 ド，毛 乳 頭 お よ び 毛

包 周 辺 の 血液 循 環 障害，皮脂腺機能の 過度 な 昴進 や皮脂

分 泌 障 害，毛 包 の 成 長 に 関 与す る 各種酵 素 活 性 の 異 常，

頭 皮 細 菌感染に よ る フ ケ の 異常発生 ，頭皮 の 過 剰 乾 燥 な

どが あげられ る
2）．男性型 脱毛 は DllT の 過 剰生 成 や

androgen へ の 感受性 の 増 大 が 主原因 と され る こ とか ら，

testosterone　5〔i−reductase を阻害 し DHT の 生成 を 低 下 させ

る作用は脱 毛 防止 あ る い は発毛 促 進 の 手段 とな り得 る．

　そ こ で ，男性 型 脱 毛 に 有 効な 育毛 素 材 の 探索 を試 み，

その 素材 を天 然薬 用 資源 に求 め た．漢 薬 の 薬 能 を 医 ・本

草学的 に 考 証 ，あ るい は 中医 学 ・巾薬学などの 学術雑誌

な ど を精査 し，過 去 の 体 験 か ら
“
禿 （脱 毛）

”
，
“
熱傷 （火

傷 ）
”
，
“
瘻 閉 （前 立 腺 肥 大 症 〉

”
の 治療 に 用 い ら れ た 生 薬，

“
屑 （フ ケ）

”
の 改善や 強壮薬 と して 使用 され た生 薬，さ

ら には 無 作 為 に 生薬 75 種を 選択 し，育毛生 薬探索の 1次

ス ク リーニ ン グ と して こ れ ら生薬の 50°
／o　ethanol 抽出液の

in　 vitro 　tcstostcrone　5u−reductase 活性 阻害作用 を検討 した．

（66）
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実験方法

1．実験材料お よび試薬

　実験材料に は，Table　1　− 4 に示 した 生 薬 を用 い た ，こ れ

らの 生 薬 は 大 阪 市場 （栃 本 天 海 堂） に て購 入 した．

　試薬に は，trjs（hydroxymethyl）aminomethanc ，
　testosterone，

β一nicotinamide 　 adenine　 dinucleotide　 phosphate　 tetrasodium

salt （還 元型，　 NADPH ），　 dichloremcthane（ナ カ ラ イ テ ス

ク），p −hydroxybenzoic 　acid　n −hexyl　ester （東 京 化成），

cthinylestradiol （和 光純 薬 工 業） を用 い た．

2．実 験 動 物

　実験 動 物 に は，日本 SLC よ り購 入 した SD 系 雄 性 ラ ッ

ト （6 週齢） を用 い た．飼 育環境は恒 温恒湿，12 時 問明

／ 12時 間暗サ イ ク ル の 実 験 動 物 飼 育 室 で ，市 販 の 固形 飼

料 （ラボ MR ス トッ ク，目本農産 ） と水道 水 を 自由に 摂

取 させ，購 入 後実 験 に 供 する ま で 亘 週 間予備飼 育 し，健

常 な動物を用い た．

3．被検体の 調製

　生 薬 （20g ） を 5倍 量 （100　ml ）の 50％ ethanol を用 い

て 24 時間室温 に て 抽出 し，ろ過後，ろ液を 100m1 の 用量

に 希釈 調 製 し た もの を そ の ま ま被検体 と して 実験 に 供 し

た．有効性の 見 出された 8 種の 生 薬に っ い て は，減圧下

溶媒 を 留去 し
， 凍結乾燥 を施 し た エ キ ス （収率 （％ ） は

Table 　5 に 記 載〉を実験に 供 し た．

4．Jn　Mtro 　Testosterone 　5a −Reductase 活 性 阻 害試 験

　5α
一Reductase粗 酵 素液 の 調 製は 今井

3）の 方法 に準 じた．

す な わ ち，24 時 間 絶食 した 6 週 齢 の SD 系 雄性 ラ ッ トの

肝 臓 を氷 冷 した Krebs・Ringer　phosphate 　buffer（pH 　7，4） で

灌流後 ， 摘出 し た ．これ に，5 倍 量 の 氷 冷 した Tris−HCl

buffer（IOmM ，　 pH　7．2）を加 え て ホ モ ジナ イ ズ し，900 ×

g，10分間遠 心分離 した．こ の 上清 を 5，000Xg ， 10 分 間

遠 心 分離 し，さ らに上 清 を 9，000× g，10 分 間 遠心 分 離 し

た 時に得 られ た上 清 を 5α一reductase 粗酵素液 と して 用 い た，

粗 酵 素液 の タ ン パ ク 量 を Lowy 法 （Peterson 改 良法 ）
4）に

て 測定 し，タ ン パ ク 量 が 14mg ！ml に なる よ うに Tris−HCI

buffcrに て 希釈調整 し た．粗酵素液 は ，使用 す る まで 一80℃

で 凍結保存 し，用 時溶解 し て 用 い た．

　5a−Reductase阻 害活性 試 験 は Ibata5）の 方 法 に 準 じた．す

な わ ち，Tris−HC 】buffer　1．O　ml ，　 testosterone （500　pg〆ml ）

0，3ml ，50％ ethanol に溶解 した 被検液  ．2　ml お よび 粗酵素

液 1．O　ml を混 和 し，　 NADPH （0．77　mgtml ）0，5　m1 を加 え

て 反 応 を 開 始 し た ．37℃
，
30 分 間 incubationし た 後 ，

dichloromethane　5．O　ml を力口え て 反 応 を停 止 し た．内部標準

物 質 （1．S．，　p−hydroxybenzoic　acid 　n−hexyl　ester，　O．1　mg 〆ml ）

0．5ml を加 えて le分 間振 と う し，900×g，10分間遠心 分

離 した．上 層を 除去 した後，dichloromethane層約 4ml を

分 取 し，溶 媒 を留 去 後 methanol 　5，0　ml を加 え，　HPLC 用 の

被 検液 と した．な お，陽性 対照薬 に は ethinylestradiol を用

い た，ま た，比 較対照 と して 政 瑰 花 を 用 い た．阻害率 （％ ）

は 5α
一reductase に よ っ て 変換 され ず に残 っ た testosterone

量 を指標 に次式 か ら求 め た．

　阻害率 （％ ）
＝

（被検液 を加 えた 時 の testosterone 量
一

controL 　30　min 時の testosterone量〉／ （centrol 　e　min 時 の

testosterone量 一
control 　30min 時 の testosterone量 ） × 100

　Control　O　min ；NADPH を加 え る 前 に dichbromethaneを

加 える こ とに よ り，反 応 を停 止 させ た もの ．

　Control　30　min ：被検液 を加 えず に反応 を起 こ した もの ．

　HPLC （Jasco　880・PU ，875−UV ）は 以 下 の 条件で 測定 し，

内 部標準物質法 を用 い て testosterone 量 を求 め た．カ ラ

ム ；YMC −Pack　ODS −AM （150× 4．6   m 　I．　D ，），移動相 ；

methanol −H20 （65 ：35若 し くは 60 ：40）．流速 ；1，0　ml 〆min ．

検出波長 ；uV 　254　nm ，カ ラ ム 温 度 ；40℃ ，注入 量 ；10μ1，

1，S，；p−hydroxybenzoic　acid η
一hexyl　ester ，保 持 時 間 （min ）；

Tセstosterone ；7− 8，　1．　S．； 15− 16．

実験結果お よ び 考察

　男性 型 脱 毛 の 発 症機 序は androgen と遺伝 的要 因 が 関 与

す る こ と は 1940 年 代 に Hamilton 　i｛こ よ っ て 明 らか に され て

い る
6）．すなわ ち，思春期以前 に去 勢され る と男性型脱毛

は 起 こ ら ない が，去 勢 され た 男性 に testosterone を 投与す

る と男性型脱毛の 家系の み に 脱毛が 生 じ る．また 思春期

以 後 ， す で に 脱毛 して い る人 を 去 勢す る とそれ 以 上進 ま

な い が ，tcstosterone を投 与 す る と再 び 脱 毛 が 進 行 し 始 め

る と報告され て い る．さらに，遺伝的に 5α
一reductase が 欠

損 し て い る 人 に 男性型 脱毛 は 発 症 しな い と報 告 され
7｝，こ

れ らか ら男性型 脱毛 は 遺伝的素因 と DHT の 存在ある い は

5a−reductase 活 性 が 深 く関与 して い る こ とは 明確 で あ る ．

　男性 型 脱 毛 の 特徴は，抜け毛 の 増加 ，毛径 の 減少 （軟

毛化），毛成 長 速 度 の 低 下 な どで あ り，androgen が 関与 す

る こ とに よ る毛周 期 （haircycle）の 異常 に 起因す る とい わ

れ て い る．つ ま り，成長期，退行期，休止 期 か らな る
一

定の haircycleに従 っ て 成 長 と脱 落 を繰 り返 す が，男性 型

脱 毛 は 成 長 期期 間 の 短 縮 と，そ れ に よ る 毛包 の ミ ニ チ ュ

（67）
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ア 化 が 確認 され る．Androgen の 作 用 メ カ ニ ズ ム と して ，

血 中の testeSteroneは標的細胞に 入 る と 5a・reductase に よ り

不 可 逆的 に 活 性型 の DHT へ 変換 され る．こ の 変換 され た

DHT は，核内の androgen 受容体 と結合 し，遺伝 子 転 写，

蛋 白合成 を介 して 作用 を発 現す る
1｝．つ ま り，androgen の

標的組織 の ひ とつ で ある 毛乳頭 細胞に は，androgen 受 容

体 が 局 在 し
s・9）

， androgen が 作用す る と，毛包 上 皮細胞 に

掬制的 に働 く TGF 一βな どの 細胞 増 殖 因 子 が 毛細 胞 増殖 を

抑 制 す る こ とに よ りア ポ トーシ ス を 誘発 し，頭髪 の 脱 毛

化 が 引 き 起 こ さ れ る と い わ れ て い る
10・　 ll｝．さ らに ，

androgen は 皮脂 腺機 能 を活 性 化 させ るた め，過 剰分泌 し

た 皮 脂 が 毛 根 を 塞 い だ り，過 酸 化 され て 毛 根 の エ ネ ル

ギー代 謝 の 異常 を 引き起 こ した りす る とい われ て い る
12）．

上記 の こ とか ら抗 andregen 活 性 を 有す る もの は，脱毛 を

予 防す る とと もに，haircycleの 恒常性 を維持す る こ とが で

き る と予 想 され，そ の 索材 を天 然 薬用 資源 に 求 め た，

　そ こ で ，漢 薬古来の 薬能 を 医
・
本草学的に 考証，あ る

い は 中医学
・
中薬学 な どの 学術雑誌 な どを精査 し，過去

の 経験か ら，育毛 ・
発毛 素材 と し て 利 用 され て い る こ と

か ら
“
禿
”
，皮膚 の 再 生，修復 とい う観点か ら

“
熱傷

”
，

androgen の 隰 害 とい う観点 か ら
‘‘
瘻閉

”
の 治療 に 用 い ら

れ た 生 薬，頭 皮 の 清浄化か ら
“
屑
”

の 改善，毛包 細 胞 の

賦活 作 用 か ら強 壮 薬 に 使 用 され た も の ，さ ら に は 無 作為

に選択 した 生 薬の 75 種 の 育毛 効果 を in　 vitro　testosterone

5a−reductase 活 性 阻害作用 を指 標 に 検討 した．

Table　1　 匡nhibi 重ory 　Effects　of 　50％ Ethanol　Extract　Solutions　from　Crude　Drugs　Used　fbr　Treatment　of 　AI叩 ecia 　and

Ethin　 lestradiol　on 　ln 防’厂o　Testosterone 　5a−Reductase 　Activit

Sarn　 lcs
Japancse　name Botanical　origin Parts　used

Inhibition

　 （％ ）

　

　
参

烏

草
人

薬

冬

子

葉

首
切

節

　
門

附

杏

何
弟

竹
当

麦

香

銀

PotyRonu仞 〃 tulti／loru〃 l　THVNB ．
伽 ericu 〃1　erectum 　THUNB．
Pα鷹 ノaponicus 　C．A ．　MEYER
Swertia／aponiea 　MAK 鑒NO

（：）phioρogon ／aρonieus 　GA肌 ，
q甲 εrμ∫ 伽 ゴω吻 3L ．
Ginkgo　biloba　L．

Rhizome

丶Vh‘）le　plant　body
RhizomeWhole

　plant　body
TuberRhizomeLeaf

57．432
．i31
．97
．32
．40
．3

−0、2
＿＿＿圭＿壓＿＿＿＿＿＿4塑 型 迦 鎧盈蔓聖 乙L聾 嘸 ＿＿＿＿＿一＿」蟄皿 ＿．＿＿＿一＿＿一＿一＿＿一＿弖止＿一＿＿

政 瑰 花 　　　　　 Rosa　rugosa 　THU）gB．　var．　plena 　kEGL．
Ethin　lestradiol　 final　conc ．；l　mM

Bud 　　　 　　　　　 　　　　　 　　　 79．0
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 51．6

　The　reaction 　solut 墮Qn 　co 頃 alned 　50％ e曲 anol 　exmact 　so1 瞭 on （0．2　ml ，　a置l　c田 de　dmgs （20　g）were 　extr 乱cted 　w 油 50％ ethano ］（100　rn1）at　foom 　temperatUre）
obtaj “ ed 　ftom　tradltional　Cliinese　medicine 　or 　50％ elhano 且solutlon （02m1 ）ofvano 櫨s　concentra 恒ons 　of1esI 　cempound ：重．O　m 且ofTns −HCI　buffer（pH 　72），03ml 　of

testosterone（500　p9〆ml 　in　propy］ene　g［ycol
−Tris−HCI　buffer（且：堊v ／v）），　and 　l　O　lnl　of ヒhe　enzyme 　selu ［ion．　The　r巳actions 　were 　staried 　by　the　additlon 　of 　O．5　m 重of

NADPH （077 　mg ／ml 　in　Tris−HCI　buffer）．　 The 　mlxtur じ was   cubat ¢ d 　a電 37℃ ‘or 　30 　mln ，　alld 山 6　reac ［10ロ was 　stoppe 曲 y　addlnon 　of 　5．O　m 且of 　dich］oromethane

After　addition 　ot
’
O．5 　ml 　ofh じxy ］t｝−bydroxybe コzeate （O．lmglmM 皿 methanol ，　anl　intemal　standard （1、S．）for　HPLC ），　the　mbe 　wa ∬ hak 巳n　fi）r 且Omi 皿 and 　ce 曲 i負」ged　at

900xg   】Omfn ．　Tbe 　organic ぬyer（4　m 垂）was 　t  sfヒrred 重o　another 重ube 　alld 　ev 跚 〕rated 　to　dryness　 Ihe 　residue 　was 　disso］ved 　11】 50ml 　oflnethano1 ，　and 田】

aliquot 　of 　lept 　was 　injecied　into　thedllPLC　system ．

Tab設e　2　　1nhibitory　Effects　of50 ％ Eth跚 ol　Extract　Solutions　from　Crude 　Drugs 　Used 　for　Tre 劉加 1ent 　of 　Thermal 　B “ m

o髓 Jn　Xtlro　Testosterone　5α
一Re“uctaseActiviSam

　les
Japanese　n 跚 e Betanical　origin Parts　used

Inhibition

　 （％）

楊梅皮
拳　参

丹 　参

半枝蓮

露蜂房

紫　草

槐　角

千 里 光

半辺 蓮

大 　薊

当　帰

鹿角膠
石 　葦
毛 冬青

〃 ソrica 　nubra 　SIEB．　et　Zucc．
Po軈 o翩 η酌 競 or 皰 L
Salvia　miltiorrhiza 　BUNGE
Scute〃a 〃 a 　barbata 　D ．　DON ．
PO ’iste∫ 〃 landarinu3 　SAUSSURE
LithOSIワ召 厂 〃 zu 〃 1 絢厂 orhizon 　SlEB．　et　Zucc．
＆）phora ／a ρoniea 　1．，
Senecio　sca 〃（iens　BUCH，−HAM ．
乙oわelia　chinensis 　LOUR．
Cirsium／aponica 　DC ，
Angelica　acutito ろα KITAGAWA
C θ翩 ∫ 吻 ρoη TEMMMCK
Pyrrαsia　sheareri 　CL［NG ．
〃ex 　ubescens 　HOOK．

BarkRhizomeRootWhole

　plant　body
BeehiveRootFruitWho

且e　piant　body
Whole 　plant　body
RootRootBoited

　and 　extraCted

LeafRoot

80．758
．222
．720
．29
，88
．53
．57
．54
．73
，82
、82
、33
．90
．0

Inhibitory　effect 　ofj 〃 りitro　teStosterone 　5ct・reductase 　actlv 】ty　was 　measured 　according 　to　the　method 　in　legend　ofTable 　1．
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1誣ble　3　　1nhibitory　Effects　 of　50％ Ethano 畳 Extrac 重 Solutions　from 　Crude　Drugs 　Used　fbr　Treatment　of 駐enig 瞳

Pros重atic 　H 　er 　 lasia　on 　J幻 Vatro　Testosterone　5α一Reductase　Activi
Sam 　les

Japanese　name Botanical　origin Parts　used
Inhibition

　 （％ ）
　

　

　

　

　

　

　

薬

　
　
　
　
　

　

　
　
行

砂

皮

皮

芍

花

参

瀉

烏

蓄

仁

通

麦

母

麻

皮

朮

穀

留

薬

耆

梗

草

金
丹

　

　
　
　

台

　

　

　
　
　
　
　

　

不

　
　

前

海

牡
桂

赤

紅

党

沢

天

篇

桃

木

瞿
知

升

陳

白
枳

王

山

黄

桔
車

Lygodium／aponicum （THUNB，）Sw．
Paeonia　suffruticosa 　ANDR ．
Cinua〃tomum 　cα∬ ia　BLUM驕

1）aeonia ’acttJt70ra　PARRiLS
Carthamus　tinctorius　L．
Codon （｝psis　pilosぬ N 姻 NF．
／ltis〃軍a　orientate 　JUZEPCZUC
Lindera　stt）ichn グb’ia　F．　V ｝− ARS

PO ウ90η即 〜砌 C〃α潔 L，
PrunUS 　persica　BA 　

ISCH，
Akebia　quinata　DECtWE．
Dianthus （］hinensis　L．
Anemarrhena 　asphodeioides 　BUNGE

Cimicpmga　simplex 　WoRMSK．
Citni∫　unshiu 　MN 巛 ov 匸c｝1

船 α Cり・’odes ／aρoniea 　Ko 【DZUM ］

Ctris　aurantium 　L．
Vaccaria　pyramidata　MEDiC．
Diosconea／aponiea 　THUMB．
Astraga’US 　membranaeeUS 　BUNGE
PIαtycodon　g厂andiYlorum 　A ．　DC ．
P’anta 　 o　asiatica 　L．

SporeCortex
　ofrooI

CortexRoetFlOwerRootTuberRootWhole

　plant　body
SeedW60dWhole

　pla皿t　body
RhizomeRhizomcPeel

　effhuit
RhizomeFruitSeedRhizomeRootRootWhole

　 lant　bod

374291

萋

051443168009348

8284986422100111228003rO53

旦

一
　冒
　．
　一
　一
　一
　・
　

1
監

1

　

　

　

　

　

　

　一　
一
　
一

】nh ｛bitory　effect 　of 　in　vitro　testOsterone　5a−reduotasc 　actiVity 　vvas 　mcasured 　according 　to　the 　method 　in　tegend　ofTable 　l．

Table　4　 1nliibitory　Effects　of　50％ Ethanol 　Extract 　So旦utions 　from 　Crude 】）rugs 　Used 　fbr　Treatment 　of 　D 跚 “ru ∬ or

Ibnic
，
　and 　Cr 腿“e　Dr腿 sSelected 　at　Random 　on 」「n 肋 「restosterone　5α一Reductase　Activi

Sam　les
Japanese　name Betanical　origin Parts　used

Inhibition

　 （％）

山茱 萸
五 味子

鶏血藤

補骨脂
呉 茱 萸

海　帯

覆盆子

益智仁
枇 杷葉

玄　参

杜　仲

地膚子

百部根
石 　斛

蓮　子
冬 瓜仁

菟 絲子

莪　朮

石 菖蒲

白花蛇雷草

茅　根
三 　稜
沙 　参

玉 　竹

胡 芦巴

枸杞 子

貝　 母

川 続 断

蒲公 英

仙　茅
天 花粉

Cornus　qMcinalis 　S匸EB．　et　Zucc、
Schi3andi・o 　chinen5i ∫ BAILしON
Spatholobus　szaberectus 　DuNN
Psoratea　co つ ノ’ウb”α L，
Evodia （）lff｝sinalis （DoD の ｝IUANG．
Zostera　marina 　L．
Rubus 　chingii 　Hu

オ砂加 ’σ 卿 雇γ〃α MIQ，
Erioboの ノαノajワo所 σα （THUNB．）LINDL．
翫 厂q晦 ’α跏 脚 9ρoe 嘘 3　HEMSL，
Sophora／apon 　ica　L，
κ∂o加α sco ρaria （L，）SCHMIDT．
Stemona／aponica （BL ）MIQ．
Dendrobium　nobile 　L眠 DL ．
Nelunめo　mUCtfera 　GAERTN．
Benin　easa 　hispida（TH｛JNB，）COGN・
Cuscuta　shinen ∫i∫ LAM，
Curcu〃ia 　zedoaria 　Rocs．
Aconis　gra〃lineUS 　SOL．へND ．
Otdenlandia　diffisa（W 乢 LD．）ROXB．
Miseanthus　5inensis 　L．
Sparganim　stoioniferum 　Buc 圧｛，−HAM ．
Gtehnia　littoralis　F．　SCHM夏DT．
Po！ygonatum　oderatum （MILL，）【）RUCE

1ηgoη e〃a プbeη翩
一graecum　L．

Lycium　chinense 　MiLL．
Seneeio　scandens 　BUCH，−HAM ．
Dipsaeus 　asper 　WALL ．
Tarα xacum 　mongolicum 　HAND．・M 醍 z，
Curculigo　orchioides 　GAF．DTT“’．
Trichosanthes　kiri’o ｝vii　MAx 【M ．

FruitFrultVineFmitFruitWhde

　plant　body
FruitFruitLeafRootCortexFruiITubcrStemFmit

　or 　seed

SeedRootRhizomeRhizomeWhole

　p【ant　body
RootTuberRootRhizomeSeedFruitSeedRoO

重

RootRhizomeRoot

394192482231978536931369913459

置

α

i8755420655332221000i

−

11222225

985521111

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　．
圏
一
．
一
塵
一
．
・
「

1曲 ［bitory　effec 且ofin 　vi’rv　testosterofie　5α一reduc ヒase 　activity 　was 　measured 　according　to　the　tt｝ethod 　in］egend 　ofTab 且e　1．
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　古来，
“
禿
”

の 治療 に用 い られ た 生 薬 8 種 に つ い て 50％

ethano ］抽 出液 の in　vitro 　testosterone　sa・rcductase 活 性 阻 害

作用を検討 した．そ の 結果 は
’rable　1に 示 した ごと く，何

首 烏に 57，4％ の 阻 害 率 で 5 α一reduCtase 活 性 を阻 害 す る作 用

が 見 出 され た．次 い で弟切 草，竹 節人 参 に も 阻 害活 性 が

認 め られ た．何 首 烏に は既 に皮 脂 分泌 抑制作 用 に 基 づ く

高脂肪食毛 再 生 障害 マ ウス に お け る 育毛 作 用 が報 告 され

て い る が
t3）

， 今 回 そ の 作 用 機 序 の ひ と つ と し て

5 α一reductase 活性 の 阻 筈が 証 明 され た．市販 の 育毛剤に抗

androgen 作 用 を 目的 と して 配 合 さ れ て い る 政 瑰 花 は

79．0％ の 阻害 率 を示 した．陽 性 対 照薬 の ethinylestradio9 に

は 1mM の 用 量 で 5L6％ の 阻 害活 性 が見 出 され た．

　
“
熱 傷

”
の 治 療 に用 い られ た 生 薬 14種 につ い て は Tabte

2 に示 した ごと く，楊 梅皮 に 80．7％，次 い で 拳参 に 58．2％

の 阻 害 率 で 5α一reductase 活 性 を阻 害 す る作 用 が 見 出 され た．

丹 参，半 枝蓮に も阻 害活性 が認 め られ た．

　
“
瘻閉

”
の 治療 に用 い られ た生 薬 22 種 につ い て は 恥 ble

3 に示 した ご と く，海金砂 ，牡 丹皮 に 5a−reductase 活 性 の

阻害作 用 が 見 出 され，そ の 阻害率 は そ れ ぞれ 68．3，52、7％

で あ っ た．次 い で 桂 皮，赤 芍 に もそ の 作用 が認 め られ た．

　
“
屑
”

の 改 善や 強 壮 薬 と して 用 い られ た生 薬 お よび 無

作 為 に選 択 し た 生 薬 31 種 につ い て は Table　4 に示 した ご と

く，強壮薬 と して 用 い られ た 生薬で あ る 山 茱 萸，五 味子

に そ れ ぞ れ 90．3，85，9％ の 強い 阻 害作 用 が 見 出 され た．次

い で 鶏 血藤，補骨 脂 に も阻害活 性 が 認 め られ た ．

　次に ，Table　l か ら 4 に お い て 強 い 5a−reductase 活 性阻 害

作用 を 示 した 生 薬 に つ い て ICso 値を比 較す る た め 50％

ethanol エ キ ス を調製 し，各生薬 の エ キ ス 収率 と IC50値を

Table　5 に 示 す．五 味子 は 政 瑰 花 よ り も強 い 5a−reductase 活

性 阻 害 作用 が認 め られ た．

Tab塁e　s　　IC50　Va 塵ues 　of 　lnhibitory　Effects　50％ E重hanoI
Extracts画rom 　 Crude　 Dmgs 　 on 血 吻 武o 　Testos重erone
5 α
一Roductase 　A   ivi

　以上 の 結果か ら，古来 よ り育毛を 目的 に 使用 され皮脂

分 泌 抑制 作用 を有 す る 何 首烏，火 傷の 治療 に 用 い られ た

楊 梅皮，拳参，前 立腺 肥大 症 の 治療 に用 い られた 海金 砂，

牡 丹皮 ，そ の 他無 作為 に 選 択 し た 山茱萸，五 味 子，鶏 血

藤，補骨脂 な どの 50％ ethanol 抽出液 に 5α
一reductase の 活

性 を 阻害す る作用 が 見出 され，さ らに 五 味子，山茱萸お

よ び 楊梅皮 に は 市販 の 育毛剤 に 抗 androgen 作用 を 目的に

既 に 配合 され て い る 政瑰花 に 勝 る 活性 を 認め た．こ れ ら

生 薬 は DHT が誘 発 す る男 性 型脱 毛 の 治 療 に 有効 な育 毛素

材 と して 応 用 で き る可 能性 が示 唆 され る．な お，楊梅皮

お よび 海 金 砂 の 抗 androgen 活 性 に 基 づ く　 in　vivo 育毛 効果

と 5α
一reductase 活性阻害作用成分 にっ い て は既 に報告

14・15）

して い る．

　今回 ，漢薬 の 本草学的 考証，あ るい は 中医学
・
中薬学

の 学術 雑誌 か ら脱 毛 に 関す る 項 図 を精 査 す る こ とに よ り

選 択 され た 生薬 の 中か ら，男 性 型 脱 毛 に薬用 利用 で き る

可 能 性 の あ る 生 薬が 見 出 され た．こ れ ら生薬 の in　 vivo 育

毛 効果に っ い て は今後 の 検討課題で あ る．

Sam 　 les
五 味子
鶏血藤

拳　参

海金 砂

補骨脂

楊梅皮

山茱萸

牡丹 皮

Y 置eld 　of 　extract ％ IC　 m 　ml

2422847401

！

74000

311

　

　

1242

834667810
！

II

豆

123

政 瑰花 且6，3 L3
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